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片山　雅
まさ

登
と

さん（39）　＝愛知県名古屋市＝

　冬の間、スキージャム勝山でスノーボードスクールを
経営している片山さんは、体操経験がある妻の利奈さん
と毎週土･日に勝山に来られて、子どもたちを対象とし
た体操クラブ「HaPiFull（ハピフル）」を開いています。
「勝山には体操クラブがないから、ぜひ開いてほしい」
という要望があったのがきっかけで、勝山のスタッフた
ちと昨年の５月から始めています。
　クラブ生は３歳から12歳までの子どもたち約30人。
マットや跳び箱、トランポリンなどを使い、「器械体操
の技術習得だけが目的ではなく、子どもたちの基礎体力
を向上させるための運動をしています」とのこと。
　このクラブをはじめとして、勝山の子どもたちのため
にますますご活躍されることを期待しています。

＜HaPiFullジムナスティッククラブ＞
活動日時▶毎週土・日　午前10時～
　　　　　　　　（8月・12月はお休み）
活動場所▶林業者体育館
問　☎ 080‐1961‐5243（片山）

HaPiFull代表の片山さん

体操教室の様子

勝山に体操クラブを

発行/福井県勝山市　編集/総務部秘書・広報課
〒911－8501 勝山市元町1丁目1－1　TEL0779－88－1114　FAX0779－88－0222
〈URLアドレス〉　　　 http://www.city.katsuyama.fukui.jp/　〈Eメールアドレス〉kouhou@city.katsuyama.lg.jp

この広報紙は
再生紙を使用
しております

広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

件数内訳 平成23年7月末 前年比
総件数 290件 ＋13件
　人身事故
（うち高齢者）

35件
（13）

－5件
（0）

　　死　者
（うち高齢者）

3人
（3）

＋1人
（＋2）

　　傷　者 43人 +2人
　物損事故 255件 ＋18件

8月の納税

編
集
後
記

市・県民税▶２期
納 期 限▶８月31日（水）
口座振替▶８月26日（金）

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

6月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 7月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,441人 5 11 －6 21 12 9 12,444人 3人
女 13,643人 8 8 0 20 20 0 13,643人 0人
合　計 26,084人 13 19 －6 41 32 9 26,087人 3人
世帯数 8,225世帯 8,233世帯 8世帯

人口の動き

　

８
月
に
入
り
真
夏
の
陽

気
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

の
暑
さ
の
中
、
今
年
も
勝

ち
山
夏
物
語
が
始
ま
り
ま

す
。
メ
イ
ン
は
８
月
14
日

午
後
３
時
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
「
か
ち
や
ま
ワ
ッ

シ
ョ
イ
２
０
１
１
」。
今

年
も
市
内
外
か
ら
16
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
熱
い
演
舞

を
披
露
し
ま
す
。
続
い
て

午
後
８
時
か
ら
は
納
涼
花

火
大
会
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
勝
山
商
工
会
議
所
設

立
60
周
年
記
念
す
る
花
火

で
す
。
午
後
4
時
か
ら
ゆ

め
お
ー
れ
勝
山
で
浴
衣
の

無
料
着
付
け
も
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
真

夏
の
夜
の
祭
典
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
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太
陽
光
発
電
な
ど
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
使
用
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
で
は
、
か
つ
や
ま
恐

竜
の
森
と
成
器
西
小
学
校
に
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
市
内
10
か

所
の
避
難
施
設
に
、
太
陽
光
発
電

装
置
付
き
街
灯
の
整
備
を
し
て
い

ま
す
。

　

家
庭
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
係
る
経
費

の
一
部
を
補
助
し
、
環
境
に
配
慮

し
た
住
宅
の
普
及
を
促
進
し
て
い

ま
す
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
、
市

民
の
環
境
意
識
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
里
地
・
里

山
を
活
用
し
た
自
然
体
験
や
自
然

観
察
会
を
17
回
開
催
し
、
延
べ
１

０
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
環
境
の
各

分
野
で
献
身
的
な
活
動
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
方
を
表
彰
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
１
個
人
、

３
団
体
、
１
小
学
校
、
３
中
学
校
、

１
企
業
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
勝
山
市
の

自
然
環
境
や
生
態
系
の
保
護
の
重

要
性
と
必
要
性
を
、
実
践
活
動
を

通
じ
て
市
民
に
伝
え
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
す
る
「
環
境
保
全
推
進

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
新
し
く

配
置
し
ま
し
た
。

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
紙
く
ず
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

　

市
内
の
事
業
所
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
こ
れ
ま
で
燃
や
せ
る
ご
み

と
し
て
処
理
し
て
い
た
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
紙
く
ず
を
、
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
市
役
所
で
は
、
６
月
ま
で
に

６
３
０
㎏
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し

た
。 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
の
推
進

環
境
意
識
の
向
上
の
た
め
に

シュレッダーごみ

成器西小学校屋上の太陽光発電設備

谷のブナ林

6,300

6,400

6,500

6,600

6,700

6,800
排出量 (t)

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

6,400

6,618 6,647
6,712

6,484

燃やせるごみの量を
こんなに減らせました

6 7126 7 2

燃やせるごみの量を燃やせるごみの量を量を量のみごるせや燃
こんなに減らせましたこんなに減らせましたこんなに減らせましたしたませら減になんここんなに減らせましたしたませら減になんこ
燃やせるごみの量を
こんなに減らせました

それはそれは
ちょっと、ちょっと、

～ごみは決められたルールで出しましょう～～ごみは決められたルールで出しましょう～
　最近、通勤途中などに他の地区のごみステーションに
ごみを出す人がいます。これらのごみのほとんどは「袋
に氏名が記載されていない」「分別されていない」等、ルー
ル違反のため回収されず、その地区の人が処理しています。
　そのため、「ごみ当番」を決めて、ルール違反がない
よう監視している地区もあります。
　ルール違反は、恥ずかし
いことです。これでは市民
のモラルが問われます。
　ごみは、自分の地区の決
められたごみステーション
にきちんと出しましょう。

ルール違反ルール違反‼‼
お気軽にご利用ください

シニアカーシニアカー充電充電ステーションステーション
　市内８か所の公共施設を「シニアカー
充電ステーション」としました。充電を
希望される方は、施設の職員までお申し
付けください。

＜設置施設＞
・市役所
・ゆめおーれ勝山
・市立図書館
・すこやか
・平泉寺児童ホール
・村岡公民館
・鹿谷公民館
・遅羽公民館
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　市は、第５次勝山市総合計画（期間：平成23年度～ 32年
度）において、美しい景観や自然豊かな環境に対する市民の
思いをさらに育み、低炭素社会・循環型社会を構築し、「エ
コ環境都市」の実現を目指しています。

エコ環境都市を目指してエコ環境都市を目指して
～勝山市の取り組みをご紹介～

　

こ
の
運
動
は
平
成
18
年
度
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
地
区
や
事
業
所

と
市
が
協
働
し
、
公
園
や
河
川
の

清
掃
を
は
じ
め
、
歩
道
の
街
路
樹

周
辺
へ
の
花
苗
の
植
栽
や
花
壇
作

り
な
ど
を
推
進
す
る
運
動
で
す
。

　

地
区
や
事
業
所
は
、
主
体
と

な
っ
て
地
域
の
環
境
美
化
・
保
全

活
動
を
実
施
し
、
市
は
各
種
清
掃

用
具
や
花
苗
の
贈
呈
、
清
掃
活
動

で
発
生
し
た
ご
み
の
回
収
等
の
支

援
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

７
月
末
現
在
で
、
１
１
１
の
団

体
が
こ
の
運
動
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
を
保

つ
た
め
に
、
㈳
勝
山
青
年
会
議
所

が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る

「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
九
頭
竜
川
」や

勝
山
中
部
中
学
校
、
勝
山
南
部
中

学
校
の
河
川
清
掃
、
奉
仕
作
業
へ

の
清
掃
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
か
ら
市
内

の
不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め
、

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
や
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　

市
内
の
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排

出
さ
れ
る
ご
み
の
量
は
、
年
間
約

７
３
０
０
ｔ
（
１
日
に
一
人
当
た

り
約
８
０
０
ｇ
の
ご
み
を
排
出
）。

　

近
年
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
排
出

量
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
段
で
ご
み
の
減
量
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
昨

年
度
の
量
は
、
前
年
比
で
約
３
％

減
少
し
ま
し
た
。

集
団
回
収
の
推
進

　

各
学
校
や
地
区
な
ど
で
集
団
回

収
を
実
施
し
、
古
紙
等
の
再
資
源

化
を
推
進
し
、
燃
や
せ
る
ご
み
の

量
の
減
少
を
図
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
74
団
体
が
実
施
し
、
総
回

収
量
は
１
３
８
８
ｔ
で
し
た
。

啓
発
活
動

　

家
庭
で
の
生
ご
み
の
水
切
り
な

ど
、
ご
み
減
量
化
の
方
法
を
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
な

ど
で
ご
紹
介
し
、
意
識
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
度

か
ら
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
７
月
末
ま

で
に
11
件
を
補
助
）

か
つ
や
ま
を

き
れ
い
に
す
る
運
動

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て

各
種
清
掃
活
動
へ
の
支
援

植栽活動の様子

河川清掃の様子監視カメラ
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9月1日は「防災の日」9月1日は「防災の日」
　大正12年９月１日に発生した関東大震災にちな
み、「防災の日」を含む１週間が「防災週間」と
して定められています。今年３月11日に発生した
東日本大震災は記憶に新しいですが、これを機会
に改めて防災について考えてみませんか。

家庭では
•非常用リュックに懐中電灯・ラジオ・食
料などを入れて用意しておこう

•非常食などの備蓄品は、古くならないよ
う定期的に入れ替えよう

•家具や家電は、転倒しないようしっかり
固定しておこう

•避難場所への道順やお互いの連絡方法
を、家族で確認しておこう

〈市の対応策〉
•災害等の情報伝達手段として、防災行政無線、
緊急メールサービスを整備しました

•土砂災害・洪水ハザードマップ、地震ハザード
マップを全戸配布しました

•11月に防災士養成講座を開催し、地域の防災指
導者を養成します

•自主防災組織の要綱を改正し、各地区での組織
設立支援を行います

•小学生に対して防災出前講座を行います

※各地区等で防災出前講座を希望する場合はご相
談ください

問　総務課（市役所２階）（☎88‐1116）

電話予約・郵送請求できるもの▶
　住民票および税証明

◆電話による予約時間
　平日の午前８時30分～午後５時30分
　（祝日法による休日、年末年始は除きます）
※予約された書類は、市役所宿直室にてお渡
しします

◆郵送請求に必要なもの
　・交付申請書
　・本人確認のできるものの写し
　・交付手数料（定額小為替）
　・返信用封筒（切手貼付）
詳しくは下記までお問い合わせください

問　市民課（☎88‐8102）
　　税務課（☎88‐8101）

住民票・税証明が必要な場合

電話予約や郵送請求を電話予約や郵送請求を
ご利用くださいご利用ください 　火災や災害が発生した場合、

各公民館に設置している大きな
サイレン音が鳴ります。付近の
皆さまには大変ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解いただきます
ようお願いします。

〈サイレンの種類〉
消防信号：火災が発生した場合
　　　『３秒吹鳴　２秒休止』を12回繰り返す

水防信号（３種類）
●警戒信号：水防の危険がある場合
　　　打鐘信号　○　○　○　○○　○　○　○（一点打）
●出動信号：水防が発生した場合
　　　『５秒吹鳴　６秒休止』を５回繰り返す
　　　打鐘信号　○○○　○○○（三点打）
●避難信号：避難の必要がある場合
　　　『３秒吹鳴　２秒休止』を12回繰り返す
　　　打鐘信号　○○○○○（乱打）

　災害発生時には、サイレン吹鳴だけでなく、防災
行政無線や緊急メール、広報車両、口頭でも伝達し
ます。

問　消防署（☎88‐0400）

市職員採用試験の市職員採用試験の
申込締切が迫っています申込締切が迫っています

申込締切▶８月17日（水）午後５時30分

※詳しくは市のホームページをご覧ください

・問　総務課（市役所2階） （☎88‐1113）

災害が発生したら災害が発生したら
サイレンが鳴りますサイレンが鳴ります
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たくさんの寄附をありがとうございます
～勝山市東日本大震災救援寄附金の受付状況～

件　数　178件
金　額　659万1,455円

　　※7月31日現在の状況

問　未来創造課（市役所２階）（☎88‐1115）

　

義
援
金
と
は
別
に
、
市
が
独
自

に
行
う
被
災
者
救
援
活
動
に
充
て

る
た
め
の
寄
附
金
「
勝
山
市
東
日

本
大
震
災
救
援
寄
附
金
」
は
、
７

月
31
日
現
在
で
６
５
９
万
１
４
５

５
円
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
寄
附
金
は
、
岩
手
県
陸
前

高
田
市
へ
の
救
援
物
資
や
福
祉
避

難
所
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
活
動
費
、

被
災
地
か
ら
市
内
に
移
住
さ
れ
た

方
の
生
活
費
の
一
部
な
ど
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

寄
附
金
は
、
９
月
30
日
（
金
）

ま
で
、
次
の
と
こ
ろ
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

寄
附
金
の
受
付
窓
口

市
役
所
１
階　

会
計
課

す
こ
や
か　

福
祉
・
児
童
課

　
　

〃　
　

社
会
福
祉
協
議
会

 

寄
附
者
一
覧

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

旭
町
１
丁
目
区
、葭
田
野
き
よ
子
、

飴
嶋
雅
子
、
飴
嶋
幹
夫
、
荒
鹿
建

設（
株
）、
荒
土
町
境
区
、
荒
土
町

清
水
島
区
自
治
会
、
荒
土
町
中
清

水
区
、
荒
土
町
別
所
区
、
池
田
善

信
、
石
塚
美
枝
子
、
石
塚
良
治
、

石
橋
武
男
、
伊
藤
照
久
、
岩
谷
諭
、

上
杉
京
子
、
上
杉
勤
、
越
前
大
仏

も
ん
ぜ
ん
市
＆
花
ま
つ
り
、
遅
羽

町
嵭
崎
壮
年
会
、
加
工
グ
ル
ー
プ

菜
の
花
、
笠
井
真
一
、
笠
松
洋
子
、

片
瀬
区
、
か
っ
ち
ゃ
ま
太
陽
市
の

会
土
曜
夕
市
、
か
っ
ち
ゃ
ま
弁
天

そ
ば
会
、
勝
山
左
義
長
ば
や
し
保

存
会
、
勝
山
市
猪
野
区
、
勝
山
市

教
育
委
員
一
同
、
勝
山
市
区
長
連

合
会
、
勝
山
市
下
水
道
工
事
店
組

合
、
勝
山
市
公
立
保
育
園
保
護
者

会
、
勝
山
市
茶
道
連
合
会
、
勝
山

市
繊
維
協
会
、
勝
山
市
壮
年
連
絡

協
議
会
、
勝
山
自
由
キ
リ
ス
ト
教

会
、
勝
山
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
楽
し

む
会
、
勝
山
電
子
工
業（
株
）従
業

員
一
同
、
勝
山
薬
剤
師
会
、
勝
山

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、（
株
）坪
内

建
設
、（
株
）坪
内
建
設
従
業
員
一

同
、
北
郷
町
新
町
区
、
北
郷
町
伊

知
地
区
、
北
郷
町
上
野
区
、
北
郷

町
志
比
原
区
、北
郷
町
坂
東
島
区
、

北
谷
町
木
根
橋
区
、
北
野
津
又
壮

年
会
、
木
下
英
荘
、
木
下
正
子
、

木
下
正
之
、
木
下
美
佐
子
、
教
友

会
、
き
ら
め
き
フ
ァ
ー
ム
、
元
禄

一
番
街
繁
栄
会
、
郡
町
自
治
会
、

小
沢
小
右
衛
門
、
小
場
春
隆
、
小

林
太
津
男
、
斎
藤
カ
ズ
子
、
坂
井

茂
二
・
う
め
を
、
皿
沢
吉
朗
、
サ

ン
プ
ラ
ザ
募
金
箱
、
鹿
谷
公
民
館

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ヨ
ガ
教
室
、
鹿
谷

町
北
西
俣
区
、
市
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
募
金

箱
、（
社
）勝
山
建
設
業
会
、（
社
）

福
井
県
建
築
士
会
勝
山
支
部
、
昭

和
町
１
丁
目
区
、
浄
土
寺
区
、
杉

平
信
夫
、
杉
本
幸
男
、
そ
う
ご
ス

イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
、
大
行
寺
、
滝

波
町
、
竹
内
茂
夫
、
但
馬
嘉
明
、

立
石
壮
長
会
、
辻
信
子
、
津
田
俊

一
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
え

が
お
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ク
ラ
ブ
勝

山
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
、
中
村
實
郎
、

長
山
町
区
民
一
同
、
長
山
町
壮
年

会
、
西
出
建
設（
株
）、
野
向
町
区

長
会
、
野
向
町
聖
丸
区
、
野
向
町

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
、
野
向

町
薬
師
神
谷
区
、
長
谷
川
弘
、
平

林
麗
子
、
藤
澤
弘
子
、
平
泉
寺
区
、

平
泉
寺
町
赤
尾
区
、
平
泉
寺
町

岩
ヶ
野
区
、
平
泉
寺
町
上
野
区
、

平
泉
寺
町
大
渡
区
、
平
泉
寺
町
壁

倉
区
、
堀
部
雅
志
、
ま
え
だ
、
牧

野
榮
美
子
、
松
村
榮
子
、
松
村
繁
、

松
村
健
大
、
松
本
孝
治
、
村
岡
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
村
岡
町
黒
原
区
、

村
岡
町
五
本
寺
区
、
村
岡
町
栃
神

谷
区
、
元
町
３
丁
目
区
、
山
内
正

博
、
山
岸
善
一
、
山
岸
美
千
代
、

山
口
政
則
、
山
根
敏
博
、（
有
）小

寺
ふ
と
ん
、（
有
）山
本
鉄
工
所
、

（
有
）横
山
テ
ク
ノ
、
芳
野
区
、
四

ツ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
会 

陸前高田市へ輸送した救援物資

同市に開設された福祉避難所での活動の様子
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第
３
回　

勝
山
の
自
然
の
魅
力
と
は
？

　

勝
山
で
生
活
を
始
め
て
４
か
月
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
勝
山
の
自
然
に
は
、
毎
日
新

し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、
勝
山
の

自
然
の
魅
力
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？　

お

お
ま
か
に
ま
と
め
て
み
ま
す
。

■
生
物
・
環
境
の
多
様
さ

　

ま
ず
挙
げ
た
い
の
は
、
生
物
多
様
性
の

豊
か
さ
、
つ
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
生
物
が

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
勝
山
に
は
、
九

頭
竜
川
の
左
右
に
、
里
地
・
里
山
の
環
境

が
拡
が
り
、
そ
こ
か
ら
最
高
峰
の
大
長
山

（
標
高
１
６
７
１
ｍ
）
な
ど
の
手
つ
か
ず

の
森
ま
で
、
多
様
な
環
境
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
カ
エ
ル
が
13
種
、
ホ
タ
ル
が
10

種
も
い
る
の
は
、
環
境
の
多
様
さ
の
現
れ

で
す
。
ま
た
、
特
に
全
国
的
に
激
減
し
て

い
る
田
ん
ぼ
の
生
き
物
（
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ

ル
や
ア
キ
ア
カ
ネ
）
な
ど
、
か
つ
て
の
里

山
を
代
表
す
る
生
物
た
ち
が
ま
だ
普
通
に

見
ら
れ
る
こ
と
は
、
実
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
な
の
で
す
。

■
生
物
が
い
っ
ぱ
い

　

次
に
挙
げ
た
い
の
は
、
生
物
の
個
体
数

の
多
さ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
昔
よ
り
減
少
し

て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す

が
、
他
地
域
と
比
べ
る
と
、
例
え
ば
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル
や
サ
サ
ユ
リ
な
ど
は
、
数
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。
都
会
か
ら
来
た
子
ど
も

た
ち
は
、
勝
山
の
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ

タ
の
多
さ
に
、
と
て
も
驚
き
ま
す
。

　

■
は
っ
き
り
し
た
四
季

　

最
後
に
挙
げ
た
い
の
は
、
季
節
の
変
化

が
著
し
い
こ
と
で
す
。
は
っ
き
り
し
た
季

節
の
変
化
は
、
人
間
に
と
っ
て
も
魅
力
で

す
し
、
生
物
の
多
様
性
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
特
に
3
月
下
旬
に
勝
山
に
来
た

私
に
は
、
な
ぜ
あ
れ
だ
け
雪
が
あ
っ
た
の

に
、
現
在
は
一
面
緑
で
、
し
か
も
こ
ん
な

に
生
き
物
が
い
る
の
か
が
、
不
思
議
で
た

ま
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て「
当
た
り
前
の
自
然
」

に
は
、
日
本
全
域
で
失
わ
れ
て
き
た
「
日

本
ら
し
い
自
然
」
が
ま
だ
た
っ
ぷ
り
残
っ

て
い
る
の
で
す
。
か
つ
て
当
た
り
前
だ
っ

た
自
然
も
、
今
で
は
貴
重
な
宝
物
で
す
。

こ
の
価
値
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
い
つ
ま

で
も
、
日
本
ら
し
い
、
そ
し
て
、
勝
山
ら

し
い
自
然
を
残
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

ミヤマクワガタのオス

当たり前の自然・・・　それは貴重な宝物当たり前の自然・・・　それは貴重な宝物

　
　

④
「
自
然
・
環
境
」
部
会

　
　

当
部
会
で
は
、
多
く
の
方
が
勝
山
各

地
の
自
然
遺
産
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
識

し
、
そ
の
魅
力
を
継
続
的
に
追
求
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
の
活
動
と
し
て「
勝
山
の
自
然
・

環
境
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
（
仮
称
）」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ

オ
パ
ー
ク
の
特
徴
や
、
特
筆
す
べ
き
動
植

物
の
情
報
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、こ
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
は
、

各
公
民
館
を
通
し
て
多
く
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、資
料
作
成
に
携
わ
り
な
が
ら
、

わ
が
地
域
の
身
近
な
自
然
遺
産
の
魅
力
に

改
め
て
触
れ
た
思
い
が
し
ま
し
た
。
こ
の

マ
ッ
プ
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

来
年
に
開
催
さ
れ
る
「
環
境
自
治
体
会
議

か
つ
や
ま
会

議
」
に
全
国

か
ら
来
ら
れ

る
方
や
関
係

者
に
と
っ

て
、
興
味
深

い
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
と
な

れ
ば
幸
い
で

す
。

　

二
つ
目
の
活
動
と
し
て
、
身
近
な
自
然

環
境
に
直
接
触
れ
て
、
そ
の
魅
力
を
実
感

で
き
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

遅
羽
町
住
民
協
議
会
に
よ
る
「
バ
ン
ビ
ラ

イ
ン
遊
歩
道
保
全
事
業
」
や
、
猪
野
瀬
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
に
よ
る
「
大
師
山

自
然
・
歴
史
探
訪
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　

四
月
十
日
の
カ
タ
ク
リ
ま
つ
り
に
は
多

く
の
方
が
参
加
さ
れ
、
バ
ン
ビ
ラ
イ
ン
を

登
り
ま
し
た
。カ
タ
ク
リ
の
開
花
時
期
は
、

そ
の
年
の
降
雪
量
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
今

年
は
山
の
中
腹
付
近
に
雪
が
残
り
、
花
を

充
分
に
観
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
尾
根
付
近
に
は
雪
は
な
く
、
群
生
し

て
い
る
カ
タ
ク
リ
の
花
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
八
日
に
開
催
し
た
大
師
山
の

春
の
観
察
会
は
、
シ
ソ
バ
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ

を
主
に
し
た
観
察
会
で
す
が
、
初
夏
に
近

い
季
節
柄
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
等
の
花
や
色
鮮

や
か
な
新
緑
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
計
画
し
ま
し
た
。
樹
木
の
整
備
で
山

頂
か
ら
の
視
野
が
広
が
り
、
そ
の
景
色
に

は
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

勝
山
の
自
然
・
環
境
に
、
よ
り
親
し
み
、

自
ら
自
然
を
愛
し
、
共
生
し
て
い
く
実
践

態
度
を
養
う
多
様
な
機
会
を
、
こ
れ
か
ら

も
考
え
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
自
然
・
環
境
部
会　

副
部
会
長 

竹
原
幸
雄
）

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）

 

（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

「
エ
コ
協
」
部
会
の

　

活
動
紹
介
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市営栄町住宅市営栄町住宅
入居者募集中入居者募集中（９月下旬完成）（９月下旬完成）

ゴスペル ウィンディ フレンズゴスペル ウィンディ フレンズ
市民活動ネットワークのご紹介市民活動ネットワークのご紹介

住　　所▶栄町１丁目５番６号（保健所跡地）
規　　格▶鉄筋コンクリート２階建て
間 取 り▶２ＤＫ８戸、３ＤＫ４戸
家　　賃▶19,000円～ 51,000円
　　　　　※所得に応じて変動します
申込締切▶９月２日（金）
　入居資格など、詳しくは下記までお問い合
わせください。
・問　建設課（市民会館２階）

（☎88‐8107）

　こんにちは。歌を通して、幸せの階段を作っ
ているゴスペル・ウィンディ・フレンズです。
活動を始めて10年になります。
　ゴスペルは黒人霊歌がルーツですが、美し
い心・風景など、勝山の人にも共感できる内
容の歌だと思います。軽快なリズムの歌が多
く、悲しみも苦しみもみんなで吹き飛ばして
しまおう、といった強い意志を感じます。
　このたび、下記のとおり記念コンサートを
開催します。どうぞお越しください。

10周年記念ゴスペルコンサート10周年記念ゴスペルコンサート
と　き▶８月19日（金）午後７時30分～
ところ▶勝山ニューホテル
※入場無料（要整理券。ホテルフロントで配布）
問　☎090‐2837‐3050（シマダ）

勝山市農地賃借料情報勝山市農地賃借料情報
　平成21年１月から12月までに締結（公告）され
た農地（田：水稲）の賃貸借における賃借料水準
（10ａ当たり）は、下記のとおりです。
　農地の賃貸借契約を締結する場合の目安として
ご活用ください。
問　農業委員会（市役所１階） （☎88‐8115）

単位:円/10a（田:水稲）

地 区 名 区　分 平 均 額

平泉寺
基盤整備地域 11 , 4 0 0

未 整 備 地 域 10 , 0 0 0
勝 山
・

猪野瀬

基盤整備地域 9 , 0 0 0

未 整 備 地 域 7 , 7 0 0

村 岡
基盤整備地域 10 , 8 0 0

未 整 備 地 域 6 , 4 0 0

野 向
基盤整備地域 12 , 5 0 0

未 整 備 地 域 9 , 8 0 0

荒 土
基盤整備地域 11 , 4 0 0

未 整 備 地 域 9 , 1 0 0

北 郷
基盤整備地域 13 , 0 0 0

未 整 備 地 域 10 , 0 0 0

鹿 谷
基盤整備地域 10 , 4 0 0

未 整 備 地 域 8 , 1 0 0

遅 羽
基盤整備地域 6 , 4 0 0

未 整 備 地 域 4 , 8 0 0

市の平均：10 , 5 0 0

勝山温泉センター「水芭蕉」勝山温泉センター「水芭蕉」
からのお知らせからのお知らせ

8月１４日の主なイベント8月１４日の主なイベント

8月17日（水）は休まず営業します
問　水芭蕉（☎87‐1507）

●かちやまワッショイ2011
（10周年記念大会）

　　　午後3時～（元禄線ほか）

●納涼花火大会2011
　　　午後8時～（弁天緑地）

hisho
環境10%
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陸前高田市の児童を招待
■８月２日～５日　勝山市内

よさこいハッピに色付け
■７月25日　成器西小学校

関西学院交響楽団ファミリーコンサート
■８月４日　市民会館

　東日本大震災の被災地である岩手県陸前高田市の小学生を勝
山市が招待し、広田小学校の６年生６名が勝山市を訪れました。
６名は平泉寺小学校の児童と交流し、恐竜化石発掘体験、ゆめ
おーれでのコースター作り、平泉寺見学など、勝山の魅力を満
喫して帰りました。

左から村上勇斗君、菅野雄大君、村上諒平君、村上太一君、
佐々木祥

しょう

麿
ま

君、佐々木晨
しん

君

　８月14日に開催される「かちやまワッショイ
2011」に出演する成器西小学校６年生33人が、本
番で着るハッピに色付けを行いました。
　ハッピは勝山市内の繊維会社からいただいたも
ので、勝山の基幹産業である繊維のことを子ども
たちに学んでもらうための授業の一環です。
　チーム名は「百花繚乱」。真夏の夜に手書きのハッ
ピが会場を舞います。

　勝山市と包括的連携協力協定を結んでいる関西
学院大学の関西学院交響楽団が、ファミリーコン
サートを行いました。
　公演では石畝謙さん（勝山中部中３年）がピア
ノで協演しました。
　また、公演終了後は子どもたちに楽器に触れて
もらう演奏体験が行われ、初めて触れる楽器に、み
んな大喜びでした。
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ゆめおーれフェスティバル開催
■７月16・17日　ゆめおーれ広場ほか

ベトナムの現状を出前授業
■７月11日　成器西小学校

　はたや記念館ゆめおーれ勝山の開館２周年に合わせて、「ゆめ
おーれフェスティバル」が開催され、手打ちそばなどの飲食・
物販コーナーやステージ発表が行われました。また、竹水鉄砲
作りや笹舟作り、金魚すくいなどが子どもたちに大人気でした。

　NPO法人「アジア教育友好協会」の仲介で、ベ
トナムの小学校と絵画交換などの交流をしている
成器西小学校で、出前授業が行われました。
　ベトナムでNGO法人を主宰し、学校建設などを
行っているカー・バン・トランさん（59）から、ベ
トナムの山村では学校に行けない子どもたちが大
勢おり、まだまだ多くの支援が必要であることが
伝えられました。
　同授業は、7月13日に村岡小学校でも行われまし
た。

勝山の成人式が表彰される
■７月20日　埼玉県蕨市

　「第11回成人式大賞2011」の表彰式が埼玉県蕨市
で行われ、勝山市が成人式企画賞を受賞しました。
　今年１月９日に開催した成人式では、成人式実
行委員会が中心となり、市と市教育委員会が「感謝」
をテーマに企画運営しました。家族からのビデオ
レター上映や、「成人の声」の再現ビデオ化などが
評価されたものです。
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「ふむふむ」
おしえて、

お仕事！

親子で楽しむ
「こども英語塾」

「バドミントン
６歳児からの
コーチング」

三浦　しをん／著　
新潮社

ミサコ･ロックス！／著
　明治書院

日本バドミントン協会／編　
ベースボール・マガジン社

　靴職人、染織家、漫画アシスタント、
動物園飼育係…。技と情熱を持って
仕事をしている16人の女性たちの話
に、驚きと感動とともに「ふむふむ」
と相槌を打ったインタビュー集。

　英語で日本を紹介しよう！　ひなまつ
り、七夕、お正月など、春夏秋冬の
日本の伝統行事を、マンガを通して英
語と日本語で解説する。欧米の文化
についても日本と比較しながら紹介。

　指導者が知っておきたい幼児に教
えるべきこと。教えてはいけないこ
と。コーチングに関する素朴な疑問
から専門的な難問まで、図・写真を
交えて解説。

「きみに
出会うとき」 「お笑い一番星」「やんちゃな時代」

レベッカ・ステッド／著　
東京創元社

牧野　節子／作
くもん出版

林　真理子／著　
文藝春秋

　ママとふたり暮らしのミランダのも
とに、まるで未来を知っているかのよ
うな“あなた”からの不思議なメモが
届く。少女の不思議な体験と成長を
描く、タイムトラベル・ファンタジー。

　お笑い学校に入学したトシオとト
ビ太。ネタの練習に、歌に、ダンス
…たいへんだけど、夢はビッグなお
笑い芸人！　そんなある日、学校で
「お笑いバトル」をやることになり…。

　出でよ、英雄。コロコロ替わる政
治家、海老蔵の挙式と事件…毀誉褒
貶（きよほうへん）の激しい男達を
尻目に今日も楽しい日々。林真理子
の爆笑エッセイ2010年総集編。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

おすすめ図書おすすめ図書

国
の
登
録
文
化
財「
深
谷
家
洋
館
」と

棟
梁
藤
田
九
兵
衛

（130）

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
八
日
、
国
の
登

録
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
深
谷
家
住
宅

（
洋
館
）
は
、成
器
堂
二
代
目
学
頭
（
校
長
）

で
あ
る
秦は
た

勤き
ん

有ゆ
う

の
元
医
院
で
あ
る
。
勤
有

は
若
く
し
て
洋
医
学
を
学
び
、
勝
山
で
初

め
て
人
体
解
剖
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
洋
館
は
長
崎
の
異
人
館
に
模
し

て
、
診
療
所
と
し
て
明
治
十
二
年
（
一
八

七
九
）
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
桁け
た

行
一

四
ｍ
・
梁は
り

間
一
二
ｍ
、
総
二
階
建
て
の
東

面
に
十
五
畳
の
座
敷
が
張
り
出
す
。
起む
く

り

屋
根
（
丸
い
屋
根
）
の
寄よ
せ

棟む
ね

造
桟き
ん

瓦
葺
で
、

二
階
の
外
壁
を
軒
裏
ま
で
漆し
っ
く
い喰
塗
と
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
勤
有
の
長
男
勉
造
が
北

海
道
帝
国
大
学
医
学
部
長
に
な
っ
て
戻
ら

な
か
っ
た
た
め
、
診
療
所
は
甥
の
深
谷
藤

市
医
師
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
建
物
は
、
福
井
工
大

の
吉
田
純
一
教
授
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
、

棟
木
に
「
棟
梁
藤
田
九
右
衛
門
正
□
」
と

あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

　

こ
の
藤
田
九
兵

衛
（
九
右
衛
門
は

屋
号
）
の
「
遺い

績せ
き

之
碑
」
が
、
尊
光

寺
の
墓
地
に
建
て

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
に
よ
る
と
「
帝
京

ニ
遊
ビ
居
ル
コ
ト
数
歳
、
和
洋
建
築
術
ヲ

修
メ
其
薀う
ん

奥お
う

（
奥
義
、
極
意
）
ヲ
究
メ
ル
、

既
ニ
シ
テ
帰き

閭り
ょ

（
帰
国
）
シ
研け
ん

鑽さ
ん

尚
止
マ

ズ
」「
神
祠
仏
閣
及
ビ
成
器
男
女
両
小
学

校･

町
役
場･

其
他
公
私
之
建
築
概お
お
む

ネ
君
ノ

請
負
設
計
図
案
ニ
成
ラ
ザ
ル
莫な

シ
」
と
あ

り
、
和
洋
の
建
築
に
通
じ
、
そ
の
優
れ
た

業
績
が
称
え
ら
れ
て
い
る
。

　

大
正
六
年
二
月
の
建
立
で
、題
額
は
「
旧

勝
山
藩
主
小
笠
原
勁け
い

一い
ち

（
最
後
の
藩
主
長

守
公
の
孫
）
閣
下
」
で
、撰せ
ん（
文
を
つ
く
る
）

は
成
器
男
子
校
長
長
谷
川
伝
蔵
、
書
は
同

女
子
小
学
校
長
三
竹
勝
造
で
あ
る
。

　

な
お
、
藤
田
九
兵
衛
の
子
孫
は
「
フ
ジ

タ
住
設
」
の
藤
田
昌
秀
社
長
で
あ
る
。

文
化
財
保
護
委
員　

増
田
公
輔起り屋根の深谷家洋館（元診療所）

棟梁藤田九兵衛の「遺績之碑」
（文中の碑文は読み下し文）
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電電電電電
車車車車車
ににににに
乗乗乗乗乗
ろろろろろ
っっっっ
さささささ

平
成
22
年
度

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
利
用
実
績

　

昨
年
度
の
利
用
者
数
は
３
１
５

万
人
で
、
平
成
21
年
度
よ
り
４
万

人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

勝
山
市
内
の
駅
の
利
用
者
も
３
０

０
０
人
増
え
ま
し
た
。
平
成
20
年

度
の
３
１
７
万
人
（
過
去
最
高
）

に
届
く
勢
い
で
し
た
が
、
３
月
の

震
災
以
降
は
観
光
客
の
利
用
が
激

減
し
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
助
成
制
度

　

電
車
は
マ
イ
カ
ー
と
比
べ
て
、

人
ひ
と
り
を
運
ぶ
の
に
発
生
す
る

二
酸
化
炭
素
の
量
が
約
９
分
の
１

で
す
む
な
ど
、「
地
球
に
や
さ
し

い
乗
り
物
」
で
す
。

　

市
で
は
、
次
の
助
成
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
の
で
、
上
手
に
ご
活

用
い
た
だ
き
、
お
出
か
け
の
際
は

ぜ
ひ
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課（
市
役
所
２
階
）

（
☎
88
‐
８
１
０
４
）

種　　類 割引率 補　助　対　象
通学定期券（1か月） 5％ •勝山市民

•市内に通勤、通学する方
•市内の駅または小舟渡駅、
越前竹原駅で乗降する方

〃　（3か月、6か月） 10％
通 勤 定 期 券 5％
回 数 券 10％

団 体 利 用 41％

•勝山市民15人以上で構成す
る団体
※勝山駅で乗車券を購入し、
市内の駅または小舟渡駅、
越前竹原駅で乗降する場合
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（万人） （万人）

平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

59

139
163 172 183 191 186 190

5.9

14.9
16.0 15.5 15.3 15.6

15.1 15.4

46

103

116 119
123 126

124 124

勝山永平寺線
三国芦原線
勝山市内の駅

勝
山
市
文
化
講
演
会

脚
本
家　

田
渕
久
美
子
氏
が
語
る

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

　

 

「
江
〜
姫
た
ち
の
戦
国
〜
」
入場無料
※要入場券

９
月
30
日
（
金
）

開
演　

午
後
７
時
（
開
場　

午
後
６
時
30
分
〜
）

会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

講演者
　田　渕　久美子 氏

＝原作・脚本家

聞き手
　飴　田　彩　子 氏

＝ＦＭ福井アナウンサー

◆プロフィール◆
　59年、島根県生まれ。85年デ
ビュー。テレビドラマや映画、舞台
などの脚本を手がけ、08年のＮＨＫ
大河ドラマ「篤姫」は空前の大ヒット。
現在放送中のＮＨＫ大河ドラマ「江
～姫たちの戦国～」の原作・脚本も
手がける。

入場券取扱所…各公民館、生涯学習・スポーツ課、図書館、すこやか
主催／勝山市文化協会
共催／勝山市立図書館（開館20周年記念事業）
・問　勝山市文化協会事務局（生涯学習・スポーツ課内）

（教育会館２階）　（☎88‐8114）

えちてつサポーターズクラブえちてつサポーターズクラブ
会員申込み受付中！会員申込み受付中！

年会費▶1,000円／人
※会員の同居家族は年会費が半額
主な特典▶普通運賃が１割引
※ゴールド会員（65歳以上）は２割引
申込先▶最寄りの有人駅、アテンダント、市
役所（生活環境課）、えちぜん鉄道ホーム
ページ
問　えちてつサポーターズクラブ事務局　

（☎0776‐52‐8830）


